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背景
■ 感 染 症 対 策 や 僻 地 医 療 、 医 療 費 抑 制 の 観 点 か ら 遠 隔 医 療 ・ ヘ ル ス ケ ア が 注 目

■ 遠 隔 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 領 域 は2 0 2 7 年 度 に 市 場 規 模 が 1 9 0 億 円 に 達 す る

■ 従 来 の 遠 隔 リ ハ ビ リ の 実 施 に は 下 記 の よ う な 課 題 が あ る

 1 . 情 報 量 減 少 に よ る ア セ ス メ ン ト や リ ス ク 管 理 へ の 課 題

 2 . ト レ ー ナ ー （ 提 供 者 ） と ト レ ー ニ ー （ 利 用 者 ） の 接 点 の 希 薄 に よ る

動 機 づ け や 共 感 性 、 サ ー ビ ス 継 続 へ の 課 題

■ 上 記 課 題 に 応 じ た 、 多 感 覚 XR - A I （ XR  p o we r e d  b y  A I ） 技 術 基 盤 モ ジ ュ ー

ル 群 を 構 築 し 、 上 肢 訓 練 に 特 化 し た プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム を 開 発

目的
XR-AI技術基盤による遠隔上肢訓練システムの技術群ごとに

トレーナー及びトレーニーの主観的負担感や接点の希薄、自己効力感をへの影響を明らかにすること

方法
■ 本 プ ロ ト タ イ プ 構 成 （ 簡 易 ） ：

1 . 仮 想 空 間 で の リ ハ ビ リ 室 に ト レ ー ナ ー ・ ト レ ー ニ ー が 入 室

2 . M R 3 ウ ェ ア に よ る 仮 想 空 間 へ の 肩 ・ 肩 甲 骨 の 動 き の 可 視 化

3 . M R 3 マ ネ キ ン に よ る ハ ン ガ ー 反 射 デ バ イ ス の 力 覚 提 示

■ 実 験 条 件

コ ン ト ロ ー ル ： オ ン ラ イ ン 通 話

条 件 1 ： オ ン ラ イ ン ビ デ オ ＋ V R 環 境

条 件 2 ： 条 件 1 ＋ ハ ン ガ ー 反 射

条 件 3 ： 条 件 1 ＋ 肩 甲 骨 の セ ン サ デ ー タ 可 視 化

条 件 4 ： 本 プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム （ 全 技 術 群 ）

■ 評 価

・ 5 条 件 5 動 作 ( 2 5 試 行 ) の 遠 隔 指 導 ア ン ケ ー ト

・ N A S A - T L X 、 N M S P I 変 形 、 S E Q 、 M I S C

結果
■ ト レ ー ナ ー （ 指 導 者 ） 実 験

■ ト レ ー ナ ー ： リ ハ ビ リ 国 家 資 格 保 有 者 9 名

■ 利 用 者 ： 産 総 研 職 員 3 名

～
～

MR3マネキン
→ ハンガー反射デバイス

MR3ウェア
→肩甲骨センサデータ可視化

実験条件

指 導 動 作 ：

・ ナ イ フ 研 ぎ （ ぞ う き ん が け ）

・ 肩 関 節 水 平 屈 曲 運 動

・ 0 p o s i t i o n の 挙 上 ( 斜 め 4 5 度 で の 肩 屈 曲 )

・ 2 n d  p o s i t i o n の 肩 関 節 内 外 旋 運 動

■ ト レ ー ニ ー （ 利 用 者 ） 実 験

■ 国 家 資 格 保 有 研 究 者 1 名 が 指 導

■ 利 用 者 ： 一 般 成 人 1 0 名 を 対 象

p =0.03共 在 感 心 理 的 関 与 行 的 的 関 与 作 業 負 担

本プロトタイプシステムの技術群の有用性が示唆された
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